
問１　がん患者に対する診療体制等について、御回答ください。

曜日 時 分から 時 分まで

曜日 時 分から 時 分まで

曜日 時 分から 時 分まで

曜日 時 分から 時 分まで

件 件

件 件

件 件

件 件

その他

問４　病院として、がん患者の治療と仕事の両立支援について方針（方向性）はありますか。

　問４の２　その方針は、院内で周知できていますか。

問５　貴院の医師は、がん患者に対し就労状況や就労継続に関する意向を確認していますか。

　問５の２　どのような方法で確認していますか。※複数回答

その他

病院調査

患者から直接 患者を通して職場から情報提供を得ている （　　　　　　　）

診療規模を拡大 診療時間を短縮 診療時間を拡大

周知して共通認識となっている　／　周知しているが浸透していない　／　周知していない

全ての医師が実施　／　多くの医師が行っていると思う　／　行っていない医師が多いと思う
　／　行っていないと思う　／　把握していない

（問５で「全ての医師が実施」「多くの医師が行っていると思う」「行っていない医師が多いと思う」
と回答した方）

（問４で「院内で統一した考え方を明示している」と回答した場合）

7月～9月

問３　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、がん患者の治療と仕事の両立支援を実施するに当た
り、良い影響や悪い影響などの変化を感じることがありましたら、御自由に御記入ください。

特段の変化はない

10月～12月

外来薬物・放射線療法
受療患者延件数
（四半期ずつ）

令和元年（平成31年）

医師の判断により外来や手術を延期 患者の要望により可能な場合に外来や手術を延期

相談件数が増大 相談件数が減少 （　　　　　　　）

問２　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、がん患者の外来診療や治療、相談状況に変化があ
りましたか。※複数回答

診療規模を縮小

外来薬物療法
診療時間帯

外来放射線療法
診療時間帯

東京都　がん患者の治療と仕事の両立に関する調査

　都では、都民ががんになっても働きながら適切な治療や支援を受けることができるよう、様々な取組を実施し
ています。本アンケートでの御回答をもとに更なる患者様のがん治療と仕事の両立のための取組を進めていきた
いと考えています。アンケートへ御協力いただきますよう、どうぞよろしくお願いいたします。

回答方法：自由記載→回答を直接入力 ／ 選択肢（複数回答）→該当する回答に☑、選択肢（その他）→回答を直接記入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  選択肢（単数回答）→【紙】該当する回答に○、【データ】プルダウンで回答を選択※

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ※選択後は選んだ選択肢のみが表示されます。

病院名 回答者の役職

4月～6月
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令和2年

1月～3月 1月～3月

院内で統一した考え方を明示　／　必要と思うが明示していない　／　特段認識していない

4月～6月

7月～9月

10月～12月



　問５の３　その情報を院内の関係者間で共有していますか。

　問７の２　どのような方法で情報を入手していますか。※複数回答

その他

問８　治療と仕事の両立支援のために職場に求めることはありますか。※複数回答

その他

その他

問１０　治療と仕事の両立支援のために行政に求めることはありますか。※複数回答

その他

問１１　治療と仕事の両立支援について、御意見がありましたら、御自由に御記入ください。

調査は以上です。御協力ありがとうございました。

病院における両立支援の好事例の紹介 病院への両立支援ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ等の派遣 両立支援の研修の開催

社会全体の気運の醸成 （　　　　　　　　　　　　　　） 特にない

研修等による院内関係者への両立支援の理解促進

カンファレンス等による患者の就労状況等に関する院内関係者間の情報共有

患者の就労に関する課題等を検討する場の設定 職場との情報共有

（　　　　　　　　　　                                       ） 特にない

就業への影響や就労制限の説明 就労状況等を踏まえた治療方針の決定

経営層による両立の方針の提示 職員のがんに関する知識の習得や理解の促進

両立しやすい職場の雰囲気づくり 治療に関する支援制度等の充実 がん相談支援センターの活用

（　　　　　　　　　                                       ） 特にない

問９　治療と仕事の両立支援の取組として、どのようなことを行っていますか。※複数回答

相談支援センターの相談対応 患者の就労状況を把握する問診票の利用

治療の後遺症や副作用等身体への影響に関する情報提供

患者の勤務情報の提供　 主治医等と職場の産業保健スタッフ等との連携促進

　している ／ していない

問６　貴院の医師は、治療方針（治療方法、時期、曜日等）の決定等に当たり、がん患者の勤務形態や
職務内容を踏まえていますか。

全ての医師が実施　／　多くの医師が行っていると思う　／　行っていない医師が多いと思う
／　行っていないと思う　／　把握していない

問７　貴院の医師は、患者の勤務形態や職務内容などの情報を患者の職場から得られていますか。

全ての医師が得られている　／　多くの医師が得られていると思う　／
得られていない医師が多いと思う　／　得られていないと思う　／　把握していない

（問７で「全ての医師が得られている」「多くの医師が得られていると思う」「得られていない医師が
多いと思う」と回答した方）

患者からの聞き取り 患者の職場からの勤務情報提供書

患者の同意の上患者の職場の産業医等産業保健スタッフからの聞き取り

患者の同意の上患者の職場の上長・同僚からの聞き取り

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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お手数をおかけしますが、令和３年３月２９日（月曜日）までに返信用封筒（切手不要）もしくは

メールにて、下記担当宛御提出ください。

【担当】東京都福祉保健局医療政策部医療政策課がん対策担当

メール：Masanori_Yoshinaka@member.metro.tokyo.jp


